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数
十
年
ぶ
り
の
大
規
模
ス
ト 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
最
中
の
２
０
２
４
年
10
月
１
日
か
ら
３

日
間
、
港
湾
労
働
者
を
代
表
す
る
国
際
港
湾
労
働
者
協
会
（
Ｉ
Ｌ

Ａ
）
は
全
米
規
模
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ

に
は
約
２
万
人
が
参
加
し
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
の
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
は

１
９
７
７
年
以
来
47
年
ぶ
り
、
過
去
数
十
年
で
最
大
規
模
と
な

り
主
要
な
港
で
の
業
務
が
完
全
に
停
止
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ａ
は
、
今
後

６
年
間
で
61
・
５
％
の
賃
上
げ
で
暫
定
合
意
し
た
。 

Ｉ
Ｌ
Ａ
と
入
れ
替
わ
る
か
の
よ
う
10
月
４
日
に
は
カ
イ
ザ
ー

パ
ー
マ
ネ
ン
テ
の
医
療
保
険
者
、
医
療
提
供
者
、
病
院
な
ど
約
７

万
５
０
０
０
人
が
、
労
働
環
境
の
過
酷
さ
と
賃
金
の
低
さ
、
そ
し

て
患
者
ケ
ア
の
質
の
改
善
を
求
め
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
同
組

織
に
と
っ
て
史
上
最
大
規
模
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
り
、
全
国
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
広
範
な
影
響
を
与
え
た
。 

航
空
機
製
造
大
手
の
ボ
ー
イ
ン
グ
で
の
産
別
組
織
で
あ
る
機

械
工
・
航
空
宇
宙
国
際
組
合
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
は
、
９
月
13
日
に
ス 

      

ト
ラ
イ
キ
を
開
始
し
、
収
束
し
た
の
は
10
月
23
日
。
53
日
間
に

及
ぶ
ス
ト
ラ
イ
キ
に
約
３
万
３
０
０
０
人
の
労
働
者
が
参
加
し
、

航
空
機
の
生
産
が
大
幅
に
遅
延
し
た
。
同
社
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は

16
年
ぶ
り
で
、
賃
上
げ
水
準
を
38
％
（
１
年
目
13
％
、
２
年
目

９
％
、
３
年
目
９
％
、
４
年
目
７
％
）
に
、
協
約
承
認
時
の
ボ
ー

ナ
ス
を
１
万
２
０
０
０
ド
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
ホ

テ
ル
労
働
者
の
労
働
組
合U

n
ite

 
H

e
re

も
９
月
２
日
、
全
米
９

都
市
25
ホ
テ
ル
で
労
働
者
１
万
人
以
上
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
た
。
３
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
（
フ
ォ
ー
ド
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ

ー
ズ
、
ス
テ
ラ
ン
テ
ィ
ス
）
は
、
９
月
15
日
か
ら
46
日
間
に
わ

た
っ
て
ス
ト
に
入
り
、
最
も
多
い
と
き
で
40
以
上
の
工
場
と
４

万
６
０
０
０
人
以
上
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。
４
年
半
で
25
％

の
賃
上
げ
を
獲
得
し
、
４
年
半
か
け
て
初
任
給
を
68
％
あ
げ
て

時
給
28
ド
ル
（
約
４
２
０
０
円
）
に
、
最
高
時
給
は
30
％
超
あ

げ
て
40
ド
ル
（
約
６
０
０
０
円
）
以
上
と
な
る
。 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
両
大
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会
の
開
催
を
前
に
ス

ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
、

開
催
期
間
中
を
対
象

と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

の
通
告
が
相
次
い
だ
。

年
金
改
革
に
対
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
で
多
大

な
影
響
力
が
あ
っ
た

パ
リ
の
ゴ
ミ
収
集
部

門
で
も
５
月
14

日
、

大
会
期
間
中
の
特
別

手
当
の
支
払
い
を
求

め
て
数
日
間
続
く
ス

ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し

た
。
大
会
期
間
中
の

観
光
客
の
移
動
交
通

手
段
と
し
て
欠
か
せ

な
い
鉄
道
部
門
で
も

ス
ト
ラ
イ
キ
が
相
次 

い
だ
。
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
（
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｆ
）
で
は
、
労
働
組
合
が
パ

リ
交
通
公
団
と
同
水
準
の
特
別
手
当
を
求
め
て
５
月
21
日
に
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。 

ド
イ
ツ
で
は
12
月
２
日
に
、
自
動
車
大
手
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン
の
工
場
で
、
リ
ス
ト
ラ
撤
回
を
要
求
し
て
大
規
模
な
警
告
ス

ト
が
始
ま
っ
た
。 

22
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
開
始
以
来
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
穀
物
危
機
に
よ
る
物
価
高
騰
で
苦
し
む
労
働
者
の
怒
り

に
よ
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
、
10
％
以
上
の
賃
上
げ
要
求

を
掲
げ
て
30
年
来
の
広
範
で
激
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
が
連
続
し
、

10
％
、
15
％
の
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
の
闘
い
は
今

日
ま
で
続
い
て
い
る
。 

 

各
国
で
も
労
組
つ
ぶ
し
攻
撃 

こ
の
よ
う
な
闘
い
を
見
て
い
る
と
、
欧
米
の
労
働
運
動
が
復

活
し
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。 

し
か
し
、
米
国
で
は
23
年
の
１
０
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る

大
規
模
労
働
争
議
の
発
生
件
数
は
33
件
、
争
議
参
加
者
約
45
万

８
９
０
０
人
で
、
前
年
の
23
件
か
ら
10
件
・
参
加
者
33
万
人
増

加
し
、
01
年
以
降
で
は
最
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
０
０

件
を
超
え
て
い
た
１
９
５
０
年
代
、
70
年
代
に
比
べ
る
と
10
分

の
１
以
下
で
あ
る
。
労
働
者
の
闘
い
は
、
こ
の
40
年
間
で
激
減

し
て
い
る
。 

労
働
者
の
闘
い
の
低
下
は
、
労
働
者
の
組
織
的
力
の
低
下
の

結
果
で
あ
る
。 

鉄道職員、ゴミ清掃業者、公務員など。２０２４パリ五輪間近で、ストライキ 
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世
界
の
労
働
組
合
の
組
織
率
低
下
傾
向
は
、
１
９
８
０
年
あ

る
い
は
１
９
８
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
８
５
年
の
各
国
の
労

働
組
合
の
組
織
率
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
80
～

90
％
、
ベ
ル
ギ
ー
70
～
80
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
60
～
70
％
、
イ

タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
50
～
60
％
、
西
ド
イ
ツ
40
～
50
％
、
カ
ナ

ダ
、
日
本
30
～
40
％
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
15
～
30
％
で
あ

っ
た
。 

そ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
組
織
率
は
、
１
９
８
３
年

の
20
・
１
％
か
ら
、
23
年
は
10
％
と
、
こ
の
40
年
間
で
半
減
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
１
９
９
５
年
か
ら
16
年
に
か
け
て
の
組
織

率
は
36
％
か
ら
18
％
に
、
日
本
は
24
％
か
ら
17
％
に
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
１
９
９
５
年
の
32
・
４
％
か
ら
、
20
年
に
は
23
・
７
％

と 

８
・
７ 

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。 

そ
の
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
レ
ー
ガ
ン
に
よ

る
新
自
由
主
義
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
イ
ギ
リ
ス

最
強
の
労
組
で
あ
る
炭
鉱
労
組
を 

１
９
８
４
～
85
年
の
１
年
に

わ
た
る
合
理
化
反
対
闘
争
で
敗
北
さ
せ
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
１

９
８
１
年
の
航
空
管
制
官
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
て
い
た
航
空
管

制
官
組
合
員
を
解
雇
し
、
組
合
を
壊
滅
さ
せ
た
。 

こ
の
よ
う
な
資
本
の
攻
撃
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
70
年
代

後
半
か
ら
資
本
主
義
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
に
よ
る
重
化
学
工

業
か
ら
情
報
産
業
へ
の
転
換
と
、
資
本
輸
出
の
拡
大
に
よ
る
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
後
進
国
か
ら
の
搾
取
を
強
化
し
経
済
を
拡

大
し
た
が
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
国
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
競
争
に
後
れ
、
経
済
が
停
滞
し
、
社
会
主
義
の
優
位
性
が
薄
れ

資
本
主
義
に
と
っ
て
脅
威
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
資
本
主
義
国
は
自
国
の
労
働
者
階
級
の
革
命
へ
の
成
長
を
恐
れ

て
、
労
働
者
に
譲
歩
し
、
労
資
協
調
路
線
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
が
、
ソ
連
の
力
の
低
下
に
よ
っ
て
そ
の
必
要
性
が
な
く
な
り
、

一
挙
に
労
組
つ
ぶ
し
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
産

業
転
換
に
よ
り
生
産
労
働
者
の
減
少
と
、
資
本
輸
出
の
増
大
に
よ

る
空
洞
化
と
雇
用
の
縮
小
、
さ
ら
に
先
進
国
の
労
働
者
は
海
外
の

安
い
労
働
者
と
の
競
争
を
強
い
ら
れ
不
安
定
化
・
弱
体
化
さ
せ
ら

れ
た
。
資
本
は
労
働
組
合
つ
ぶ
し
に
総
力
を
あ
げ
て
か
か
り
、
労

働
組
合
は
そ
れ
と
闘
う
力
が
な
か
っ
た
。 

 

企
業
か
ら
独
立
し
た
労
働
組
合 

１
９
９
１
年
の
反
革
命
に
よ
る
ソ
連
の
解
体
と
社
会
主
義
体

制
の
崩
壊
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
の
労
働
運
動
の
拡
大
と
高
揚
は
、

ソ
連
社
会
主
義
の
存
在
が
世
界
の
労
働
者
階
級
を
鼓
舞
し
、
未
来

を
指
し
示
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
１
９
４
５
年
10
月

８
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
、
56
ヵ
国
６
８
８
０
万
人
か
ら

な
る
世
界
労
働
組
合
連
盟
（
世
界
労
連
）
が
発
足
し
、
世
界
の
労
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働
者
の
団
結
と
闘
い
を
後
押

し
し
た
。
し
か
し
、
80
年

代
か
ら
の
各
国
の
労
働
運
動

の
後
退
に
続
き
、
ソ
連
の
解

体
以
降
、
東
欧
諸
国
や
ソ
連

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が

脱
退
し
た
た
め
に
加
盟
数
が

減
少
し
、
組
織
自
体
も
脆
弱

化
し
闘
え
な
く
な
っ
た
。
い

か
に
ソ
連
の
存
在
が
、
世
界

の
労
働
運
動
に
と
っ
て
大
き

か
っ
た
か
、
ソ
連
消
失
後
の

労
働
運
動
の
後
退
と
労
働
者

の
生
活
悪
化
が
示
し
て
い
る
。

ソ
連
の
消
滅
に
よ
っ
て
資
本

主
義
国
の
労
働
運
動
攻
撃
が

強
ま
り
、
規
制
緩
和
に
よ
る

労
働
法
制
の
改
悪
、
賃
下
げ
、

労
働
条
件
の
切
り
捨
て
が
蔓

延
し
て
い
る
。
そ
し
て
資
本

主
義
の
腐
朽
化
に
伴
い
、
労

働
者
の
生
活
は
今
後
ま
す
ま

す
悪
化
し
て
い
く
。 

こ
れ
と
闘
う
欧
米
の
労
働
組
合
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
弱
体

化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
の
違
い
は
、
企
業
内
組
合
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
連
合
は
、

企
業
の
労
務
管
理
と
一
体
で
あ
り
、
労
働
者
意
識
や
団
結
が
欠
落

し
、
労
働
者
を
守
る
組
織
で
は
な
く
企
業
の
た
め
の
組
織
と
化
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
欧
米
の
労
働
組
合
は
、
小
さ
く
な
っ
た

と
は
い
え
、
企
業
（
資
本
）
か
ら
独
立
し
、
闘
う
姿
勢
を
保
持
し

て
、
労
働
者
の
利
益
を
守
る
、
生
活
を
守
る
、
最
低
限
の
労
働
者

の
権
利
意
識
が
残
っ
て
い
る
。
労
働
者
意
識
を
失
い
、
闘
い
を
忘

れ
た
日
本
の
労
働
者
と
労
働
組
合
と
の
違
い
で
あ
る
。 

連
合
が
主
導
し
、
か
つ
、
国
民
意
識
も
右
傾
化
し
て
い
る
中

で
、
困
難
な
道
で
は
あ
る
が
、
労
働
運
動
の
再
構
築
は
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
基
づ
い
た
労
働
者
意
識
と
階
級
意
識
の
確

立
、
労
働
者
の
権
利
意
識
の
自
覚
を
再
生
し
資
本
と
闘
う
力
を
つ

け
る
以
外
に
な
い
。
自
分
た
ち
の
生
活
は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と

で
あ
る
。
闘
わ
な
け
れ
ば
生
活
も
権
利
も
守
れ
な
い
。
ま
す
ま
す

生
活
が
悪
化
し
て
い
く
、
賃
金
は
低
下
し
、
労
働
条
件
、
労
働
環

境
、
そ
し
て
雇
用
も
悪
化
し
て
い
く
こ
と
を
こ
の
30
年
間
の
現

実
が
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
闘
え
ば
、
大
幅
賃
上
げ
が
可
能
な
こ

と
を
欧
米
の
労
働
者
の
闘
い
が
教
え
て
い
る
。 

 
 
 
 

（
ほ
そ
か
わ 

た
だ
し
） 


